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❶初ボーナスでパソコンを買う!
債権の発生／意思主義

1

申込みと承諾
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1　契約とは
「契

けいやく

約」とは何でしょうか。契約とは，簡単にいえば「約束」です。約束とは，当
事者の合意ともいえます。世の中にはさまざまな「約束」がありますが，デートの待
ち合わせの約束も「約束」ですし，これらがすべて「契約」に当たるかというと，そ
うではありません。
「契約」というためには，約束したことによって，お互いを法的に拘束する力（こ

れを「法
ほうてきこうそくりょく

的拘束力」といいます）が生じるものであることが必要です。法的拘束力とは，
国の権力を使って強制的に約束の内容が実現されることをいいます。デートの待ち合
わせの約束は，国の権力を使って強制的に約束の内容を実現させるのに，ふさわしい
ものではありません。
これに対し，「Aさんが Bさんのパソコンを 10 万円で買う」という売買契約では，
Aさんは Bさんに 10 万円を支払わなければいけません。そして，Aさんが 10 万円
を支払ってくれなければ，Bさんは裁判所の手続により強制的に支払わせることにな
ります。
反対に，BさんはAさんに対してパソコンを引き渡さなければいけませんし，Bさ
んが引き渡してくれなければ，Aさんは裁判所の手続により強制的に引き渡させるこ
とになります。
このように，契約とは，当事者の合意で法的拘束力を生じさせるものといえます。

2　契約の成立の要件～申込みと承諾
そして，契約が成立するためには，申

もうしこ

込みと承
しょうだく

諾が合致することが必要です。
申込みとは，承諾があれば契約を成立させるという「意思の表示」です。たとえば，
さきほどの例で，Aさんが友たちの Bさんのパソコンを
買おうとして，Bさんに，「このパソコンを 10 万円で売っ
てください」と言うことが申込みに当たります。
承諾とは，申込みに応じて契約を成立させるという意
思の表示です。Bさんが，Aさんに，「分かりました。こ
のパソコンを 10 万円で売ります」というのが，承諾に当

●意思表示（いしひょうじ）
このように，法的な効果を期
待して行われる意思の表示
を，「意思表示」といいます。

民法 521 条以下　



8

1

たります。
そして，申込みと承諾が「合致」すると契約は成立します。Aさんからの申込みと

Bさんの承諾は，「Bさんのパソコンを 10 万円で売る・買う」という点で一致してい
ます。したがって，契約が成立します。

これに対して，申込みはあっても承諾がない場合は，契約は成立しません。
また，申込みがあった後，何らかの承諾のような意思表示があっても，申込みと承
諾が合致していなければ，契約は成立していません。
たとえば，Aさんが「10 万円でパソコンを売ってください」と申し込んだのに対し，
Bさんが「15 万円であれば，パソコンを売ります」と答えたような場合は，契約は成
立しません。この場合は，Bさんが最初のAさんの申込みを拒絶したうえで，新たに
Aさんに申込みをしたものと考えます。

Aさん Bさん
売買契約=成立

10万円で売っ
てください

10万円で売り
ます

申込みと承諾の合致 契約の成立

Aさん Bさん
売買契約=不成立

新たな申込み

10万円で売っ
てください

15万円なら売
ります

×
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3　契約の成立の効果～債権・債務の発生
契約が成立すると，「債

さいけん

権」「債
さ い む

務」が発生します。それでは，「債権」「債務」とは，
どのようなものなのでしょうか。
ある人が他の人に，お金の支払や物の引渡しなどを求めて，その支払われたお金や
引き渡された物を受け取ることができる権利を「債権」といい，このような債権をもっ
ている人を「債

さいけんしゃ

権者」といいます。
これに対応して，お金の支払や物の引渡しをしなければならない義務を「債務」と
いい，このような債務を負っている人を「債

さいむしゃ

務者」といいます。
たとえば，Aさんと Bさんの間で，Aさんが 10 万円で Bさんのパソコンを買うと
いう売買契約を締結したとします。この場合，Aさんは，Bさんに「パソコンを引き
渡せ」という債権を持ち，債権者になるとともに，Bさんから「10 万円を支払え」と
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〈対話者間の契約〉

Aさん
面談・電話

Bさん

4　申込みの撤回
いったん申込みをした後に，この申込みを撤

てっかい

回できるでしょうか。
民法では , 契約の際の意思表示の発信と受信に時間を必要とするかどうかによって ,

「対
たいわしゃかん

話者間」の契約と「隔
かくちしゃかん

地者間」の契約とに区別されています。
対話者間の契約では，承諾があるまでは，申
込みを撤回できます。たとえば，Aさんが B
さんに電話で「パソコンを 10 万円で売ってく
ださい」と申し込んだのに対して，Bさんが承
諾しない間は，Aさんは Bさんに，「さっきの
申込みはなかったことにします」と言うことが
できるのです。

●対話者間（たいわしゃかん）
面談または電話による会話など，その場で
申込みおよび承諾を行う場合をいいます。
●隔地者間（かくちしゃかん）
手紙で申込みと承諾を行う場合のように，
当事者が離れた場所にいて，申込みと承諾
がその場でなされない場合をいいます。

いう債務を負って，債務者にもなります。逆に，Bさんは，Aさんに「10 万円を支払え」
という債権を持ち，債権者になるとともに，Aさんから「パソコンを引き渡せ」とい
う債務を負って，債務者にもなるのです。

「パソコンを引き渡せ」

「10万円を支払え」

「10万円を支払わなければならない」

「パソコンを引き渡さなければならない」

債務

債務

債権

債権
Aさん Bさん



11

❶
初
ボ
ー
ナ
ス
で
パ
ソ
コ
ン
を
買
う
！　
﹇
債
権
の
発
生
／
意
思
主
義
﹈

これに対して，隔地者間の契約では，次のような取扱いとなります。
まず，申込みが相手方に到達するまでは，撤回できます。申込みは，相手方に到達

してはじめて効果が生じるからです。
それでは，相手方に申込みが到達した後であっても，撤回できるでしょうか。
  A さんが申込みをする際に，「承諾するか，承諾しないか，1週間以内に返事をくだ
さい」とBさんに言っていた場合（このように期間を設けることを「承諾期間を定める」
といいます），この 1週間が経過するまで，Aさんは申込みを撤回できません。仮に，
Aさんがこの 1週間が経過する前に申込みを撤回しようとしても，この 1週間が経過
する前に Bさんが承諾してしまえば，契約は
成立します。
  これに対して，今回の勇太くんのケースのよ
うに，Aさんが申込みをする際に，承諾期間
を定めなかった場合は，Bさんが承諾をするか，
しないかを決定するのに必要な期間を含む「相
当な期間」が経過するまで，Aさんは申込み
の撤回はできません。仮に，Aさんがこの「相
当な期間」が経過する前に申込みを撤回しよう
としてもこの「相当な期間」が経過する前にB
さんが承諾すれば，契約は成立します。

●相手方（あいてがた）
契約や，意思表示の相手を，「相手方」と
呼ぶことがあります。Aさんと Bさんの
関係を説明するときに，Aさんの立場から
見て，Aさんを「本人」，Bさんを「相手方」
と呼び，Bさんの立場から見て，Aさんを
「相手方」，Bさんを「本人」と呼ぶのです。
●相当な期間（そうとうなきかん）
契約の内容を実行するのに必要な時間のこ
とをいいます。それぞれの事例によって異
なり , 取引の内容・性質などの事情を具体
的・客観的に判断して決まります。

〈隔地者間の契約〉

Aさん Bさん

［承諾期間を定めた場合］
　→承諾期間が経過するまで，申込みの意思表示は撤回できない
［承諾期間を定めなかった場合］
　→相当な期間が経過するまで，申込みの意思表示は撤回できない

手紙などでやりとり

民法521条・524条


